報　道　資　料
平成２７年５月１８日（月）
件　名  ＫＣ－１３０空中給油機のローテーション展開について
概　要
このことについて、本日、中国四国防衛局から下記のとおり、説明がありましたのでお知らせします。
記
１．日  時：平成２７年５月１８日（月）１７時４５分～１７時５５分
２．場　所：岩国市役所　市長応接室
３．来庁者：中国四国防衛局長　芹澤　清（せりざわ　きよし）
４．応対者：岩国市副市長　白木　勲（しらき　いさお）
５．説明の概要
○　本日は、ＫＣ－１３０の岩国飛行場から鹿屋基地へのローテーション展開について、日米間の調整が進捗し、鹿屋基地において行われる訓練内容について説明できるようになったことから伺った。
○　鹿屋基地における訓練内容について、実施予定の訓練項目は、「離発着訓練」、「地上給油訓練」及び「荷下訓練」の３項目を考えている。
○　各訓練の内容については、
　・　離発着訓練は、滑走路でタッチ・アンド・ゴー等の離発着を行う訓練

　・　地上給油訓練は、地上に駐機したＫＣ－１３０から他のヘリコプター等に給油する訓練

　・　荷下訓練は、ＫＣ－１３０のハッチを開けた状態で、地上を走行しながら貨物を下ろす訓練

　となっている。
○　鹿屋基地へのローテーション展開の具体的な開始時期については、ＫＣ－１３０の運用や平成２９年頃を予定している空母艦載機部隊の岩国飛行場への移駐時期等を踏まえ、今後、日米間で協議していく。
 ○　本件については、今後、日米間の協議が整い次第、速やかに、岩国市へ情報提供したいと考えている。
６． 市長コメント
本日は、ＫＣ－１３０空中給油機のローテーション展開について、上記のとおり説明がありました。

昨年８月、ＫＣ－１３０の岩国飛行場への移駐が完了しましたが、同機のローテーション展開については、米軍再編の日米ロードマップにも掲げられ、岩国飛行場における運用の増大に伴う影響を緩和する観点からも必要な措置と認識しており、日米間の調整が進展したことには一定の評価をするものです。

　政府におかれては、展開先の自治体や住民の方々の理解を十分に得ながら進めていただきたいと考えています。
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